
LF Research
2025 スポンサーシップ概要



LF Research とは？
LF Research は、オープンソースのコラボレーション、コミュニティ、業界の動向
を体系的に調査し、独立した事実を確立し、世界中の課題を解決するためのオープ
ンソースの使用と影響について新しい結論を導き出します。

専門知識とデータ
に基づいた前進の

道筋を提供する
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新たな体系的
リスクや機会の
領域を探索する

ベストプラクティス
とオープンソースの
活用方法を特定する

オープンソースの
価値に関する神話
や誤解を解明する



分析の枠組み
テクノロジーの領域
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業種・業界

地理的範囲

エコシステム



LF Researchの独自性とは：
「オープンソース ファースト」のアプローチ

Linux Foundationは、世界中の主要企業で働く10万人以上のオープンソースリーダー、
エンジニア、エンドユーザーの中心です。

オープンソース実践者のネットワークを活用することで、次のような主要な成果を生み出す
一次調査を提供できます。

オープンソース開発と製品開発の独自性に関するより深く完全な理解

重要なトピックに焦点を当てた、コミュニティの専門知識からの詳細な洞察

意思決定者に情報を提供するための実用的な結論

他のアナリストが自分の仕事に取り入れることができるオープン データ
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2021年4月
の開始以来、
数十の
独自の
レポートを
公開。

成果物は
100点以上。

数千もの
オープン
データ
ポイント。
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AI_Dev (2023 12月) 基調講演
 「組織はオープンソースの生成AIテクノロジーを好む」



Open Source in Finance Forum (2024年9月)：
「OSSはビジネス価値をもたらす」



OSSEU 基調講演 (2023年9月)：
「OSSはヨーロッパの産業に不可欠」



調査・研究の
メリット

データに
基づく

意思決定

ブランド
の可視性

向上

仮説の
検証

思想的
リーダー

シップ

知識の翻訳
(知識移転)

プロジェクト
の認知度と

成長支援

コミュニティ
のエンゲージ

メント

最新の洞察
への早期
アクセス
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プロジェクト、企業、政府の意思決定を促進
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● コミュニティに最大の価値を提供するためにOpenSSFが構築すべき次の認定を
決定する。

● CNCFプロジェクトの普及率を理解し、プロジェクト開発戦略を調整し、投資に
影響を与える。

● コミュニティのニーズをサポートするために、 OpenSearch製品への最適な投資、
成長、位置付けの方法を検討する。

● LF Educationのサイバーセキュリティ スキル マトリックスの市場関連性を確保する。
● 大手チップメーカーのオープンソース ソフトウェアへの取り組みに対する

ROIを測定する。
● オープン スタンダードとクローズド スタンダードの明確な違い、およびオープン

アプローチへの移行で組織のイノベーションがいかに加速するかを伝える。



ステークホルダーの参加と仮説の検証：
ワークショップ&エグゼクティブラウンドテーブル
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ラウンドテーブル レポートの成果物

序文：Scott Chamberlin

レポートのダウンロードはこちらから
日本語版：https://www.linuxfoundation.jp/publications/2023/06/web3-and-sustainability-jp/

英語版：https://www.linuxfoundation.org/research/web3-and-sustainability?hsLang=en

https://www.linuxfoundation.jp/publications/2023/06/web3-and-sustainability-jp/
https://www.linuxfoundation.org/research/web3-and-sustainability?hsLang=en


企業、政府、プロジェクトからの
委託研究の例
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AWS：OpenSearch の認知と理解

レポートのダウンロードはこちらから
日本語版：https://www.linuxfoundation.jp/publications/2024/12/opensearch-awareness-study-2024-jp/

英語版：https://www.linuxfoundation.org/research/opensearch-awareness-study-2024

https://www.linuxfoundation.jp/publications/2024/12/opensearch-awareness-study-2024-jp/
https://www.linuxfoundation.org/research/opensearch-awareness-study-2024?hsLang=en


Intel：オープンソース ソフトウェア開発者レポート

レポートのダウンロードはこちらから
日本語版：https://www.linuxfoundation.jp/publications/2024/12/open-source-developer-survey-2024-jp

英語版：https://www.linuxfoundation.org/research/open-source-developer-survey-2024?hsLang=en

https://www.linuxfoundation.jp/publications/2024/12/open-source-developer-survey-2024-jp
https://www.linuxfoundation.org/research/open-source-developer-survey-2024?hsLang=en


カナダ天然資源省：エネルギー相互運用性

レポートのダウンロードはこちらから
日本語版：https://www.linuxfoundation.jp/publications/2024/10/os-and-energy-interoperability-jp/

英語版：https://www.linuxfoundation.org/research/canadian-energy-interoperability?hsLang=en

https://www.linuxfoundation.jp/publications/2024/10/os-and-energy-interoperability-jp/
https://www.linuxfoundation.org/research/canadian-energy-interoperability?hsLang=en


Futurewei: マイクログリッドにおけるオープンソースの活用

レポートのダウンロードはこちらから
日本語版： https://www.linuxfoundation.jp/publications/2023/08/open-source-opportunity-for-microgrids-jp/

英語版： https://www.linuxfoundation.org/research/open-source-opportunity-for-microgrids?hsLang=en

https://www.linuxfoundation.jp/publications/2023/08/open-source-opportunity-for-microgrids-jp/
https://www.linuxfoundation.org/research/open-source-opportunity-for-microgrids?hsLang=en


Kubernetesプロジェクトの10周年を記念して、Kubernetesの認知や影響のさまざまな側面を
調査し、ポジティブな認識を明らかにし、建設的なフィードバックの機会を創出しました。
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CNCF：Kubernetes 10周年

レポートのダウンロードはこちらから
日本語版：https://www.linuxfoundation.jp/publications/2025/01/lkubernetes-turns-10-jp/ 

英語版：https://www.linuxfoundation.org/research/kubernetes-turns-10?hsLang=en

https://www.linuxfoundation.jp/publications/2025/01/lkubernetes-turns-10-jp/
https://www.linuxfoundation.org/research/kubernetes-turns-10?hsLang=en


TODO：マネージメントや戦略におけるOSPOの影響
TODOグループとLF Researchによる最新の調査では、オープンソースの使用、貢献、および組織
のオープンソース戦略への影響という点で、OSPO の重要性が改めて示されています。

まだ成長の余地があります。私たちの調査によると、大規模な組織の 77% が OSPO を保有しているのに対し、小規
模な組織では 19% に過ぎません。OSPO を導入することは、オープンソース ソフトウェアの使用と依存関係を認識
するための鍵であり、ライセンス コンプライアンスの改善と透明性の向上につながります。
このレポートは、これらのメリットを活かすために導入を拡大することを提唱しています。

19

��% の組織はOSPOが
オープンソースコミュニティと
取り組む能力に

とレポートしている

意味のあるプラスの
インパクトを与える

��% の組織が

オープンソース
ソフトウェアを
使っている

プロダクトや
サービスで

OSPOの

が

生成AI（GenAI）
のインフラを開発、
マネージしている

��%

レポートのダウンロードはこちらから
日本語版： https://www.linuxfoundation.jp/publications/2025/01/ospo-2024-jp/ 

英語版： https://www.linuxfoundation.org/research/ospo-2024?hsLang=en

https://www.linuxfoundation.jp/publications/2025/01/ospo-2024-jp/
https://www.linuxfoundation.org/research/ospo-2024?hsLang=en


調査がステークホルダーにもたらす利益

企業：オープンソースの
ビジネス ケースについて
把握および伝達できる

政府：政策立案者に対して
オープンソースの価値と採用
について教育できる

社会：持続可能な開発のための
オープンテクノロジープロジェクト
を推進できる
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マーケティング資料としての調査成果
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LF Research のマーケティング リーチ

● LF eメール配信数：約1,000,000
● LF Research eメール購読者：

2,500
● 平均ダウンロード数：500
● X フォロワー数：566,000
● LinkedIn フォロワー数：

約350,000

*レポートはCC-BY-NDライセンスで公開されており、
どのWebサイトでも公開できます。
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LFの調査成果を取り上げた記事
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調査研究への取り組みや貢献を表彰：Credlyバッジ

Contributor バッジは、調査開発プロセスを
サポートしたオープンソース コミュニティの
個人に発行されます。たとえば：

● 著作者 / 共著者 / ゴーストライター
● 序文の著者
● アンケート作成者
● In-kind (サービス提供) 貢献者
● データ アナリスト

Localization Partner バッジは、調査や
レポートのローカリゼーションを支援した
個人に発行されます。

エンゲージメントを示すこれらのバッジは 
LFX の 個人ダッシュボード に表示されます。
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https://openprofile.dev/


コラボレーションの方法
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調査の委託：質問の検討
目標設定：
● 調査の目的は何か？
● 調査の対象は誰か？
● 検証すべき仮説や、調査から期待される見出しは何か？
● 調査をいつ開始し、公開するか？

調査方法とロジスティックスの考慮事項：
● 調査、定性分析、データセット分析、またはその組み合わせ？
● 利害関係者や専門家にアクセスできるか？
● 予算とスケジュールは？

始めましょう！LF調査概要を完了して調査範囲を定めてください。

https://docs.google.com/document/d/12h0eaR5OqAiapqvfDwumUXS462aoHw5x/edit


データの収集：LF Research Forum

Linux Foundation Research Forum (LFRF) は 2024 年に設立され、オープンソースに共通の関心を
持ち、アンケート、インタビュー、その他の研究活動に参加して知識を共有する意思のある Linux 
Foundation の加入者、メンバー、パートナーを集めています。LFRFは、データ収集の頻繁な不足
とサードパーティのパネル プロバイダーへの依存を減らし、パネルの回答コストの節約をLFの旅行
奨学金のサポートに役立てるために作成されました。

● LFコミュニティからのデータ収集は、プロジェクトに費用をかけずにLFRによって管理されます。

● パートナーからのデータ収集はスポンサーによって調整され、LFRによって追加費用なしで管理
されます。

● 目標サンプル サイズに基づくデータ収集の不足は、多くの場合、サードパーティ パネル プロバイ
ダーから完全なデータを購入することで対処できます。地域と品質に応じて、通常は 24～30 ドル
です。サードパーティ パネル プロバイダーからのデータ収集はLFRによって交渉および管理され
ますが、コストはスポンサーが負担します。LFRによる上乗せはありません。
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https://www.linuxfoundation.org/research/lfr-forum


価格設定スケール：アンケートにもとづく調査の委託 (カスタム)

*サードパーティ パネルの完了には別途料金がかかります。LF Research は、ベストエフォート ベースで完了を生成する調査を行います。
イベントでのプレゼンテーションが要求された場合の出張や、サードパーティのパネル プロバイダーからのサンプルは含まれません。

ベンダー 質問数
目標 

完了数
インサイト

数
$ 

質問
$ 

完了
$

 チャート
$ 

インサイト
総額 $*

LFの完了がベース

LF Research 15 150 15 $10,125 $2,800 - $5,600 $2,000 $10,125 $25,050 - $27,850

LF Research 20 200 20 $13,500 $2,800 - $5,600 $3,000 $15,188 $34,488 - $37,288

LF Research 30 250 30 $20,250 $4,200 - $8,400 $4,000 $20,250 $48,700 - $52,900

LF Research 40 300 45 $27,000 $5,600 - $11,200 $6,000 $30,375 $68,975 - $74,575

LF Research 50 350 60 $33,750 $7,000 - $14,000 $8,000 $40,500 $89,250 - $96,250

次の表は、一般的な質問数、完了数、およびインサイト数に基づいて LF Research の価格がどのように推移するかを示しています。

質問数、完了数、インサイト数を変更すると、価格を下げることができます。



価格設定スケール：定性調査委託 (カスタム)
次の表は、インタビュー対象者の数、単語数、ローカリゼーション要件に基づいてLF Researchの価格がどのように変化するかを示しています。

SMEインタビューの数、単語数、言語数を変更すると、価格を下げるか上げるかを選択できます。

最小総コストは、インタビュー対象者への利害関係者の関与を前提としています。

イベントでのプレゼンテーションが要求された場合の出張費は含まれません。外部の専門家を著者として雇用したり、研究関連のワークショップ
を調整したりすることは含まれません。

ベンダー SME
インタビュー数 ワード数 第二言語

ローカリゼーション
総額 $*

1 言語が基準

LF Research 4 ～ 6 1,500 ～ 3,000 $2,000 $25,000 - $30,000

LF Research 6 ～ 8 3,000 ～ 7,500 $2,500 $30,000 - 35,000

LF Research 8 ～ 12 7,500 ～ 10,000 $3,000 $35,000 - $75,000

LF Research 12 ～ 20 10,000 ～ 15,000 $3,500 $75,000 - $95,000

LF Research 20 ～ 30 15,000 ワード以上 $5,000 以上 $95,000 +



オーダーメイドのワークショップとラウンドテーブル：75Kドル～
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LF Research によるサポート：
● 調査 / プログラム設計 & 企画
● スポンサー ファシリテーターや主題専門家 (SME)

講演者との調整
● 基調講演者の雇用（別途費用要）
● 招待状デザイン
● 招待ブレインストーミングとアウトリーチのサポート
● 録音と書き起こし（LF主催の場合）
● レポートのドラフト作成（執筆）
● レポートの作成、発行、配布

● アジェンダの提供
● 講演の機会
● プログラムの調整
● 公開前レポートのレビュー
● イベントや調査成果物へのロゴ掲載
● レポートへの「スポンサー概要」追記
● レポート公開の調整/規制 (エンバーゴ)

スポンサーの特典：

その他の考慮事項：
● バーチャル/対面イベント開催費用
● LF Eventsチームとの連携



共同ブランディング調査：
World of Open Source シリーズ、OSPO、Tech Talent、++

リーダーシップ イノベーション サポート

ロゴの配置 Tier 1 Tier 2 Tier 2

レポート内への謝辞記載 x x x

アンケート開始告知やその他共有媒体を利用したブランド認知 x x x

企画委員会設置および調査結果への早期アクセス x x

開発中に最大3つの質問を追加（アンケート、インタビュー ガイド） x

レポートの序文を記述する機会 x

レポートの裏表紙に会社概要とソーシャルメディアのリンク x

費用（米ドル） $15,000 $5,000 $2,500



In-Kind（サービス提供）パートナーシップ
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「アンケートの配布」や「適格な回答者の獲得」に協力することで、ブランド認知度が向上します。
また、アンケートの成果物やレポートの裏表紙にサポートへの謝辞が記載されます。

● メールやソーシャルメディアで
独自のアンケート収集リンクを
配布する

● インタビュー対象者として、
主題の専門家 (SME)を紹介する

● 研究結果のピアレビューを実施する

● レポートの配布やプロモーションに
積極的に参加する



詳しくはこちら！https://www.linuxfoundation.org/research

https://www.linuxfoundation.org/research
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「私たちにとって、LF Researchは、思想的リーダーたちを結集し、質の高い戦略的な
オープンソース研究を生み出す、非常に貴重なプログラムです。この研究は、多くの画
期的なオープンソース プロジェクトへの道を開き、その先見性のある洞察の結果とし
て、業界全体のイノベーションとコラボレーションを推進しています。」

ー Chris Xie, Head of Open Source Strategy, Futurewei Technologies Inc.

「複数のオープンソース研究プロジェクトでLinux Foundation Researchと協力する
ことは、非常に貴重な経験でした。彼らの専門知識は、関連性の高い、深い洞察と実
行可能なデータを提供し、オープンソースの現状におけるトレンドの理解を深めてく
れました。」 ー Melissa Evers, Vice President, Intel

「LF Researchのレポートは、ハッシュタグ #opensource が現在そして未来にヨー
ロッパのテクノロジー分野をどのように進化させ、変化させているかをより良く理
解するための、まさに金の塊です。」 ー Paolo Mainardi, CTO, SparkFabrik



調査プロジェクトについての
お問い合わせ： 

research@linuxfoundation.org

新しい調査レポートやアンケートのお知らせを
ご希望の方は、こちらからお申し込みください。
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mailto:research@linuxfoundation.org
https://share.hsforms.com/1s6VHan-AREeFvvOyhigX_Q4tvhy?__hstc=160532258.b0c773890055a51453e495a2085ba401.1704310047420.1704406207595.1704419691744.3&__hssc=160532258.3.1704419691744&__hsfp=2791305279&hsCtaTracking=48c857cd-849b-460f-b2a9-c0c32b4bbb65%7C862d3cde-e4a9-44de-a726-e529c4fdfc0b
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